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シヤープ石油フアンヒーター 
強制通気お開放式石油ストーブ 
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pi プレー生厳禁 j 


A ま意 

'ま質した持ち越し！な油 

使用厳禁 




お買いあげいたださ、まことにありびとラございま 
した。この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく 
お使いください。 

ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。 

この取扱説明書は、保証書ととわに、いつでも見る 
ことびでさる所に必ず保存してください。 

プラズマクラスターイオンおよび Plasmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 

( 正しく使って上手に節約） 




ち< じ 

必ずお読みください- 

Ai * _ •••••安全上のご注意 

S 認誤?るを険•警告•ま意.ぉ願ぃ 

•効果的に使用ずるために 

ご使用の前に- 

• 各部のなまえ ^ m.^J 

•外観図•操作部 . 

• 表示部 • 液晶表示の見かた . 

• ご使用前の準備 ■II] 

給油は、 •準備 • 時計合わせ . mi 

消乂してか6! •燃料 . 

. . ••給油•給油の目安 . 

使いかた - 

•運転のしかた 

• 点火(炎の状態) . 

• クラスターイオン運転 . 

• 室温の調節 . 

-消火- 3 時間延長(消し忘れ消乂装圖 • 

いろいろな運転を • タイマー 運転 . 

するには？ ，••••便利な機能 . 

•おさえめ運転 . 

• ル部屋運転 • チャイルド□ック w -- 

•速暖運転•スピード点火 . 

•お手入れ(ク U - ニンク') . 

お手入れ- 

— .. 日常の点検-手入れ 

巧れがひどくなる •使用ごと . 

前に、お手入れを！ •] 週間に]回じ(上 . 

-け月に I 回じ(上 . 

• ]シーズンに]回じ(上 . 

• 保管(長負月間使用しない場合) 

• 保管時のお手入れ . 

困ったとき - 

. •異常の見分けかたと処置方法 

おかしいな？と • 修理を依頼する前に 做障ではぁりません) • 

思った6 •異常の早見表•エラー表示 . 

.異常の原因と嫂置方法 . 

•保証とアフターヴービス 

•仕様 . 

• お客様ご相談窓□のご案内 

長期間 C 使用の 

ときは、点検を！ ♦ 口りロロ乂換 . 

. •定期点検 . 

• お客様へ . 

• 別売部品 . 



19 

20 
21 
22 


ち冀器基養の 


の M 巧 W 就 


4 4 5 6 





























































































安を上の ごを意 


この取扱説明書および商品には、安全にお使いいただくためにいろいろな表示をしています。 

その表示を無視して、誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。 
内容をよく理解してから本夕をお読みになり、記載事項をお守りください。 


人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または火災の危険び差し迫って生 
じることび想定される内容を示しています。 

人び死 t 、 重傷を負ラ可能性または火災の可能性び想定される 
内容を示しています。 

人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される内容を示 
しています。 


図記号の意味 

0 巳 t もし ’M 姑し‘ にとを 巳るみれ 息、 るちるし‘ にと必ず差込プラグを コンセント 
表しています。 を表しています。 から抜くことを表しています。 


An D (DANGER) 
Ac Q (WARNING) 
Ad D (CAUTION) 



A 危険 ( DANGER ) 

1 


\ 

•ガソリン厳禁 

ガソ u ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。1 Hul 

な油 (JIS] 号な油)を必ず使用してください。 


火災の原因になります。 

KEROSENE ONLY 
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A 警告 (WARNING) 


O 

必ず実施 


•換気必要 

換気せずに、使用しないでください。 

窓の凍結、地下室など換気び十分 
おこなえない場所では、使用しな 
いで < ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化 
炭素などび発生して中毒になるおそれびあ 
ります。 



1時間に1〜2回 （1 〜2分） 


•スプレー宙厳禁 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボン 
ベなどを、温風の当たるところに、 
放置しないでください。 

熱で吿の圧力び上がり、 

爆発し、危険です。 


0 

禁止 


麗 



>温風吹出□をふさがない 

衣類、紙などで、温風吹出□や空気 
取入□を而さびないでください。 
異常燃焼や火災の 
原因になります。 


>寝るとさ消乂 

寝るとさや外出するとさは、 
必ず消火してください。 
予想しない事故び発生 
するおそれびあります。 


•可燃性ガス使用厳禁 

ストー ブを使用している部屋で、 
可燃性 ガスび 発生するわの 
(ベンジン、シンナー)、スプレー 
を使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 


0 

、禁止 



0 

禁止 



A 注意 (CAUTION) 


♦カーテン、可燃物を近づけない 

カーテンや燃えやすい物のそばなど 
では、使用しないでください。 

火災び発生するおそれびあります。 


0 

禁止 


>給油時消乂 

給油は、必ず消火してから 

ぉこなつてください。 ，…。I 必ず実施 
火災のおそれびあります。 



•室内で給油しない 

給油は、必ず火の気のないところで 
おこなって < ださい。 

火災のおそれびあります。 

•異常時使用禁止 

におい、すす、炎の色など、異常を感 
じたとさは、使用しないでください。 
火災や異常燃焼のおそれびあります。 

•ほこりの除去 

エアーフィルターは、週に]回じ(上、 
必ず掃除してください。 

ゴミ、ほこりなどでフィルター 
び詰まったまま放置すると、異 
常燃焼の原因になります。 


尽 

を 

〇 

必ず実施 



•変質な油禁止 

変質灯油、不純灯油を使用しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれびあります。 

•温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間、あたら \ 

ないでください。 IIA 1 /と^!!！!^ 

低温やけどや脱水症状に 
なるおそれびあります。 


塔 


高温部に注意 

燃焼中や消火直後は、温風吹出 □(ルー 
ノ 0 や本体裏面の エアーフィルターに 
手などを触れないでください。 

やけどのおそれびあります。 


接触禁止 


お読みください 


安全上のご注意 
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ま全上のご注意 


A 注意 (CAUTION) 


•温風吹出 □、クラスター イオン 
吹出□に異物を入れない 

温風吹出□やクラスターイオン吹出□、 
ス I -ーブの内部に指や紙、布、プラス 
チック、金属、マッチ、ガスライター 
などの異物を入れないで<ださい。 

けびや火災、故障の原因になります。 


0 

禁止 



•長期間使用しないときは 
差込プラグを抜く 

長期間使用しないとさは、差込 
プラグを抜いてください。 

火災や予想のしない事故 
の原因になります。 


运 

プラグを抜く 



•腰をかけたり物をのせたりしない 


ス I -ーブに腰をかけたり、花びんなど 
物をのせたりしないで<ださい。 
変形の原因、また水び内部に入ると 
故障の原因になります。 


0 

禁止 


•分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 


分解禁止 


•灯油を巧いて保管 

保管する(長期間使用しない)とさは、 

必ず灯油を抜いてください。傾けたり 
横倒しの状態で、保管しないでください。 

油われによる、火災のおそれびあります。 



•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物 
を乗せたりしないでください。また、 
差込プラグを抜くとさは、コードを持 
つて引さ抜かないでください。 

火災や感電の原因になります。 



•差込プラグは確実に差し込む 

差込プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグや 
ゆるんだコンセントは 
使用しないでください。 

火災の原因になります。 

めれた手での抜さ差し 
はしないで < ださい。 

感電の原因になります。 



解 


〇 

必ず実施 


♦差込プラグのお手入れをする 

とさどさは差込プラグを抜さ、ほこり 
を除去してください。 

ほこりびたまると湿気など 
で絶縁不良になり、火災の 
原因になります。 


>次の場所では使用しない 


〇 

必ず実施 



0 


水平でない場所、不安定な場所。 

風の当たる場所や部屋の出入□、屋外。禁止 
可燃性ガスの発生する場所や、たまる場所。 
温室、飼育室など人のいない場所。 

不安定な物を乗せた棚などの下。 

換気び十分におこなえない場所。 

暖炉や押入れなどス I -ーブび囲われる場所。 
局地(標局]，〇〇 OmiU 上） 

直射日光び当たる場所。 

ほこりや湿気の多い場所。 

理•美容院、ク U —ニング店など 
スプレーや化学薬品を使ラ場所。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


♦可燃物との距離を離ず 

ストーブと障害物や可燃物との距離 
は、図に示す寸法を守ってください。必ず実施 

水平で丈夫な床面に設置してください。 
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♦横置さ禁止 

給油タンクを倒したり、 
横にしないでください。 
また、給油タンクを斜 
めにして給油しないで 
ください。 

灯油び漏れて 
火災のおそれ 
びあります。 


0 

禁止 


〇 

必ず実施 


♦運搬ずるとをは 
な油を巧く 

ス I -ーブを持ち運んだり 
車などで運搬するとさは、 

必ず給油タンクの灯油 
を抜さ取ってください。 

灯油び入ったまま、運搬すると 
油漏れするおそれびあります。 


♦廃棄ずるときは 
な油を巧く 


〇 


ストーブを廃棄処分する 必ず実施 
とさは、必ず給油タンク 
の灯油を抜さ取ってください。 巧 A 
灯油び入ったまま、廃棄すると 
U サイクルのさい、思わめ事故 
になるおそれびあります。 


♦熱に弱い床面で 
使用時は熱に強い 
マットなどを敷く 

熱に弱い力ーペット 
や床、畳などの上で 
使用するとさは、 

熱に強いマット 
などを敷いて、 


〇 

必ず実施 



使用してください。 

熱に弱い床面で使用すると、床 
面の変色、そり返り、ひび割れ 
び発生することびあります。 


夕 


お願い （ NOT に E ) 



>シリコーンを配合したものは使わない 

ス I -ーブを使用している 
お部屋や、隣接する 
お部屋では、シリコーンを 
配合した化粧品などは 
使わないでください。 


器具内部にシリコーンが付着し、炎の検知ができ 
なくなり、下記の症がの原因になります。 

症が^1.点火しない。あるいは途中消火する。 

2. 換気表示して途中消火する。 

3. 症状 1.2 .で修理したび、再び同じ故障になる。 

シリコーン配合商品には、巧のようなものがありまず。 
ご確認のうえ、ご使用ください。 

ヘアケア商品（枝毛コート液、ヘアームース、ヘアー 
卜 U — トメントなど)、化粧品、制汗剤、静電気防止剤、 

防水スプレー、つや出し剤、ガラスク U —ナ ー、 

化学ぞラさん、ワックスなど。 

•抜き取った'灯油の処かについては、な油をお買い求め 
になった販売店にご相談ください 


効果的に使用ずるために 


外気に接する窓の下や 
壁側に設置します。 


温風の循環を巧ばないで 
<ださい。 



思 J 

パ然焼中は温風に含まれる水蒸気により、窓や壁などに結露す 
ることびあります。 

>ほこりやタノくコの煙などの巧れにより、本体下面や周辺の床 
面、畳、カーペットなどび変色することびあります。 


お読みください 


{女全上®ご注意/効果的に使用ずるために 
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る部のなまス 

外観図 


取扱説明書のイラストは、 
0 K - S 36 CR を使用してし、ます。 
0 K - S 46 CR も同様の構造です。 


とつて 


給油タンク 



油量計 

給油キャップ 
オイルフイルター 
給油 □ 



操作部 

クラスターイオン 
モニタ 

クラスターイオン 
吹出 □ 

確認窓 

ルーバ 

(温風吹出口） 

前面板 
置台 

給油モニタ 



ジョイントフイルター 
足元あつたかセンサー 

床付近の温度を検知して、 
最適な暖房をします。 


灯油切れを予告、お知らせ。 。3 \ 

エアーフィルター 

(温風空気取入 □) 

巧流送風機—— 


室温センサー 
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差込プラグ 
































































































操作部 


選択ボタン应^ 

ご希望の機能を選びます。 


押すごとに枠亡 D の点滅び、矢印の順に移動します。 


温度/時刻設定ボタン 


温度設定 J (時計•タイマー設定. 


jai 8\ 


©® ©® 

設定温度設定温度設定時刻設定時刻 
を下げる。を上げる。を戻す。を進める。 


『nnninnnllinnnnnnl lHn l innnnnnlinnnn 


白!^ »» n 目目目目 O UU 


溫度/時刻設定 

©(+) 


•選択1 設定/解除 I 



設定ボタン 

選択ボタンで機能選択時 厮2み 

•必要な機能を設定/解除する。 _ 

上記 m 外のとき(運転停止中） no \ 

•時計を合わせる。 

タイマーボタン 

タイマー運転の開始。 

(1 秒(上押し続ける） 

タイマーランプ 

点好 . タイマー運車ミ中。 

点滅 + チャイム …"タイマー運転終了。 

クラスターイオンボタン 

クラスター イオン運転の入/切。 

クラスターイオンランプ 

，卓、好……クラスターイオン運転中。 


運転ボタンなを^ 

点火*消火するとさに押す。 


運乾ランプ 

点な . 

点滅+チャイム- 


運転中。 


異苗が生じて消火/。广 29 



残り時間ランプ Qz . 

，点灯 .] 時間じ(内に自動消火。 

点滅 + チャイム… ] 日分(内に自動消火。 

(運転中） 

点滅 + チャイム… 消し忘れ消火装置により 
(消火） 自動消火。 


ご使用の前に 


外観図/操作部 
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各部のなまス 

表示部 


水検知表示 (2^ 

点滅+チャイム…給油タンク内 
に水び混入。 
給油タンクの 
水抜さをして 
ください。 


便利な機能 

而 nni 表示己 A 
面扣表示匹い^ 
InnnnnnnnI 表示 ciA 
表示口 A 


表 7 J \ 山 


表の 


文字のみ表示 

選択可能な機能を表し 
ています。 

文字+枠表/示 
選択されている機能を 
表しています。 

^選択できない機能は>^ 
V 表示されません 。 ) 


換気表术 同 \ 

表示+チャイム…"換気不足。換気してください。 
点滅+チヤイム換気不足で自動消火。 


;仪晶部分は説明のためのをので、 
実際の見えかたとは異なります。 


师 nniHnn 丽 


皿 


圓 


画面 1 丽印！广•ロロ 

J ■间卿■目□□目目。•し1し,| 


パワーモニター 

発熱量に応じて表示び 
変わります。 


微弱 


強 



温度表示 阳 

lilil 表示デジタル表示び現在の室温 

111111 lU 表示 


を表术。 

デジタル表示び現在の設定 
)皿にを妻;术〇 


給油残り時間表示 C 

耐目目表示+チャィム' 

耐 表示+チャイム， 


灯油切れ消火するまで 
の燃焼時間を表示。 
灯油切れ予告。 


タイマー時刻表示 ns \ 

表示 デジタル表示びタイマー設定時刻を表示。 
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鄉晶表のの見かた 


>時計表示己 A _ 

(時計を合わせていないと午後 S .’ GG の点滅） 
現在 li 刻を表示。 

(□ / □□に押すとコ □ ンの点滅び止まり、 
時刻変更でさます） 


時計作動中は 
コ□ン点滅 


(例）午後6 : 3□のとさ 



I 室温表术 面!^ 

「 G 」〜「ぶ」で室温の)を表示。 

ぴ C 未満は 「 Lo 」、3己むを超えるとさは 
「 /-/ I 」を表示。 


lilil 

表示 


(例）現在の室温22むのとさ 



•設定温度表示描 

「 Lo 」、「,"-/」〜「苗 G 」で設定温度 
(む)を表示。 


1111111111 

表示 


(例）室温を2□むに設定したとさ 


關□□□日圓日日日日 D □□ 

11»»~ ? 日 


|給油残り時間表示己£^ 

「風！]」〜「〇:〇 /」で灯油切れ消火する 
までの燃焼時間を表示。 


而1目目 

表示 


(例）残り時間表示のとさ 


□□□□□叫 DDDDDDDD 


13 » 耐目目 

脚] 


>タイマー設定時刻表示 qA 

タイマーの設定時刻を表示。 


1111111111111 

表示 


(例）午前己：日日に設定したとき 


關日□□日 Q 叫日日日日 D □□ 

" 。。5召日 


•お手入れ表示房公^ 

お手入れ(ク U —ニング)中は「 
dX7J\o 


」を 


耐邮 

表示 


(例）お手入れ(ク U —ニング)中 


終了後は r 


t：L 


」と邮邮び点滅。 



剛 

圓 

n 

LL 


•エラー表示回苗 

自己診断機能により、異常時に「卜 /- /」 

〜「' し/- S 」 、 r L / ィ 」 、 r f ぶ」〜 r f - 7」 

を衣术。 


(例）炎検知器異常のとさ 



注意） 差込プラグを抜いたり停電したときは、時刻や設定温度の記憶び解除されます C 


ご使用の前に 


表示部/液晶表示の見かた 
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ご使用前の準備 


準備 


包装箱か6ストーブを取り出ず 

♦製造段階で燃焼試験をおこなっているため、わずかに好油臭 
を感じたりすることびありますび、異常ではありません。 

r 包装箱と包装材は、ストーブ保管用として保存してください。 


差込プラグをコンセントに差し込む 





>液晶表示び全部表示します。 
>時計を合わせてください。 


I 電源は10 0 V 户>1 
差込プラグを抜いてから、再び差し込むとさは、 10 秒 liLb 待ってください C 



時計合わせ 


崖 転 1 旱止中に 時計を合わせてください。（運転中は時計合わせができません） 
時計を合わせていないときは、デジタル表示は午後•弓右'日が点滅します。 

( ii ) 午後別き30分に合わせるとき 


陸定/解除 I を巧ず 


(時計合わせ） 

•デジタル表示のコ□ンの点滅び止まります。 


2ら) または乐^ 



または、,ノを巧ず コ□ン 

デジタル表示を見なび5、現在時刻に合わせる 
(午前、午後も正しく合わせる） 

(■ h ) を押すと 1 分ずつ進み、を押すと 1 分ずつ戻ります。 

押し続けると早送りになります。 

コ□ンの点滅び止まっている間(約 10 秒間)に押してください。 

コ□ンび点滅しはじめた場合は、ちう一度「1」の操作から、おこなってください。 




設定/除 I を巧ず 

DDDDDDD 圓□□□□□叫 DDOp DOOD 

(時計をわせ） 

ifbn 

• デジタル表示のコ□ンび点滅し、 



時訂口、動を?□のホ 9 。 （午後 8 時 30 分 0 秒から動さ始めます） 

ま意) •差込プラグを抜いたり、停電したとさは、時計の時刻設定は解除されます。 
















































燃料 


必ず J 旧1号な油を使用ずる 

ガソリン、変質好油、巧れたな油、水 
の混じっているな油などは絶対に使用 
しないで < ださい。 

-巧油とガソリンの見分けかた- 

指先につけ、息を吹さかけます。 

(火の気のない所でしてください） 



ガソリン 


濡れたまま。 



すぐ乾く。 


口油の保管 


灯油は必ず乂気、雨水、ごみ、高温、 
および直射曰光を避けた場所に 
保管してくだ 
さい。灯油専 
用の着色され 
た容器を使用 
してください。- 


m 


鞭 

\ 


>変質'灯油や不純な油を使用 

気化器に多量のタールびたまり、点火 
しなくなったり、炎びルさくなったり、 
においびしたりします。 

>水の混入したな油を使用 

エラ-表示 rlililil 」び点滅します。 

>ガソリン、シンナーなど 
揮発性の高い油を使用 

火災の原因になります。 


変質な油 


とは 


>ひと夏持ち越した灯油 
>長時間、日光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

>容器の而たび開けてあったり、白いポ 
IJ 容器で保管した灯油。 


ちい灯油は 
、使わないで 


変質のひどいちのは、黄色味をお 
びたり、すっぱいにおいがします。 



不純な油 


とは 


>灯油(外の油（ガソ U ン、シンナー、 
天ぷら油、機械油、重油など）びほん 
の少しでわ混入した灯油。 

>水やごみ-助燃剤等び混入 
した灯油。 

灯油!^^外の 
油、水、ごみを 
入れないで 


万一変質な油や不純な油を 
使ったときの処置のしかた 



•良質の灯油に交換 ciiA 

給油タンクの悪い灯油を抜さ取り、 
良質の灯油で内部を 2 〜 3 回洗っ 
てから使用します。 

•お手入れ (ク IJ - ニンク')担 

悪い灯油を抜さ取っても効果のな 
いとさは、気化器のク U —ニング 
をおこないます。 


注意 


変質な油や不純!打油び原因でヴービスを依頼されたときは、 
保証期間中でも有料となりまず。 


ご使用の前に 


準備/時計合わせ/燃料 
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ご使用前の準備 


給油 


r 市販の電動式ポンプも使用できまず。 

必ず消乂してか6おこなってください 

•消火後、対流送風機び停止するまで、給油タンクを抜かないでください。 

においや音びすることびあります。 

•燃焼中にタンクを抜くと自動消火します。 


抜< 


1 


本体か6給油タンクを抜いて 
給油キャップを開ける 


給油キャップの開閉は、本体から給油 
タンクを抜いておこなってください。 
給油タンクを抜かずにボタンを押して 
も給油キャップは開さません。 




2給油ポンプで給油ずる 

•給油ポンプは、オイルフイルターの底 
にあたるまで、差し込んでください。 

•手動式ポンプの場合、給油量び多いと 
あ店\れることびありますので、給油量 
に注意してください。 

•オイルフイルターは絶対に外さないで 
ください。外したまま給油すると給油 
ポンプび油量検知部に当たって、針び 
動かなくなり、灯油をあ店\れさせるこ 
とびあります。 


I 市販のフック付電動式ポンプは、 
フック部をオイルフイ ルターに 
固定できまず。 


フック部 



オイル 
フイルター 













































































給油タンクの灯油び少なくな 
りました。デジタル表示に表 
示されている時間の燃焼び可 
能です。 


灯油びなくなります。 

消乂してから給油してくだ 
さい。 


ロ チヤイム 

n 目目 too 


点灯 

rffiG 」 〜「0公。で残り時間表示。 

載 ャィム 

n 皿ぶ 



点滅 至湿表 TJX 。 



チヤイム 


点滅 


n 


H 響？ 


ェフー表 TJX 「/づ-ピ」を表 TJX 。 


点滅 



灯油切れで自動消乂しました。 
給油してください。 

ランプ表示は運転ボタンを押し 
て解除してください。 


〔 ♦灯油切れのとさは、電磁ポンプのから打ちの音(ポコポコ音)びして消火します。 

♦発熱量によっては給油モニターび点滅になってからわ、長時間運転することびあります。 
♦灯油切れ予告び始まった後、差込プラグを抜さ、再び差し込むと、灯油び残っていても、 
給油モニターび点滅表示に変わります。 


〇給油キャップは r カチッ」と 
U 音びずるまで i 崔実に閉じる 

こぼれた灯油は、よく拭さ取ってください。 

そのままご使用になると、，給油□か 5' 灯油が 
漏れたように見えることがありまず。 


給油キヤツプの閉じかたが不完全ですと、 
ス I -ーブ転倒時など、油漏れによる火災 
の原因になります。 



本体に給油タンクを正しくセツトずる 


r : t 音^ ♦給油タンクの底にはセンサーびありますので、雪•砂•ゴミなどび付着しない場所で給油し 

^- J てください。（底に雪•砂-ゴミび付着したとさは、必ず乾いた布でよく拭いてください） 

♦給油タンクを斜めに傾けて給油したり、本体にセツトしたまま給油しないでください。 
•給油後、給油タンクを横に倒したり、横にしたまま運搬したりしないでください。 

灯油び漏れてくることびあります。 


給油 モニター 


液晶表汀^ 


運転ランプ 


讀 


Ci + i / r \ 日 ヴ7 •な油切れを起こす前に、給油モニター、液晶表示、チャイムで 
/田 Wtil 又お知らせしますので、消乂してから給油してください。 


な油切れ予告 

8忠眺 


ご使用の前に 
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運拓のしかた 


点乂 


ぉ吕目 

U J 
D/D 


を押す 




運転ランプび点灯します。 

nil nil を表示し、デジタル表示は 

鼓定温度を表 7 K します。 

約 10 秒後11111び消え、デジタル表示は 
室温表示に変わります。 

約2分30秒後に点义します 

「カチッ」と音び鳴り、点火します。 


:設定温度表示 

□□□□□□□叫日日叫日日 □□ 

N 

lilillilil 

な 


室温表示 

□ □□□□□□□□□□□□□□叫 

N 

直 

in 

1 し ij 


音^ ♦初めてお使いになるとさは、においや煙び出ることびあります。 

これは内部の防鐘油や耐熱塗料び焼けるためです。 

しばらくの間、換気をしなびらご使用ください。 

♦点火前に電磁ポンプの運転音(ポコポコ音)びしますび、異常ではありません。 
•燃焼中に「シュー音」を感じることびありますび、気化した打油び吹さ出す音で、 
異常ではありません。 


■ 炎のが態 



とさどさ、確認窓より炎の状態を確認してください。 

異常燃焼しているときは、運 乾を停止し、下記の 処置をお 



次のことは異常では 
ありません。 

♦超音波加湿器使用時やお 
部屋の掃除中、オレンジ 
色の炎になる。 

•青い炎に時々ルさい黄色い 
炎び混ざる。 

♦弱燃焼時、バーナの網びホ 
くなる。 
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クラスターイオン運転 


運転と同時にクラスターイオンランプが点なし、クラスターイオン運転になります。 

(運転停止中に単独でクラスターイオン運転することはでさません） 


運転中に 


DDDD 

mm 


を押すと、クラスターイオン運転の「入」「切」び選択できます。 


♦♦牛音^ ♦燃焼び安定してから、クラスターイオンモこターび点灯し、クラスターイオンを放出 
/ 夕します。クラスターイオン運転を設定していても、運転ボタンを押してすぐには、ク 


ラスターイオンモこターは点打しません。 



除菌イスン 


プラズ7クラスターイオン®じよる空気ミ争化 


「除菌イオン」びお部屋に浮遊している「カビ菌」を取り囲み、除去します。※] 
だから、暖房時の結露によるカビの繁殖を抑えることびでさます。 


測定ち法：クラスターイオン運転時の気中浮遊菌数を エアー サンプラーにて測定。 
-試験機関：（財)石川県予防医学協会 
-除菌方法：除菌イオンを空中に放出 


除菌イオンが浮遊カビ菌を除去ずるしくみ 


か 


除菌イオン（大量のプラ 
スとマイナスのイオン） 
び浮遊するカビ菌の表面 
に凝集。 



豪優 


A 


プラスイオン(水素イオン： H +) 
とマイナスイオン(酸素イオン： 

日2一)で構成される除菌イオンは、 
浮遊カビ菌の表面上で反応し、 
強力な活性物である水酸基ラジ 
カル日 H に変化。 



ぶ 


水酸基ラジカル日 H は、 
浮遊カビ菌の細胞壁の中 
から水素原子 ( H ) を抜き 
取り、細胞壁を破壊。 


錢補 


細胞壁を 
破壊をれた 
カビ菌は自滅! 


こなってください。 


正常燃焼 iu 外の燃焼 



' 大さな黄色い炎び 
常時のびている。 
または、においび 
するなど。 


処置方法 

•換気する。 


•ルー バや エアーフィ ルターのほこりを取り除く。 階〜24 \ 
•変質な油、不純灯油を使用したときは、油タンクの油を 
抜き、きれいなな油に入れかえる。 r^A 
•お手入れ(クリーニング)する。 r^A 

上記の処置をしてち直らないとさは、お買いあげの販売店または 
もよりの「お客様ご相談窓□」にご相談ください。 


点义/炎の状態 


使いかた 


クラスタ I イオン運転 


X 異常燃焼 
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運巧のしかた 


室温の調節 


運乾中に 


© または を押す 


押し続けると早送り 


デジタル表示を見なが5、お好み 
の温度に合わせる 


設定温度表示 




設定範囲(で) 


(+; を押ず 

|"ィ* /し,* • • • • ^ -1! ! 

(― ) を巧ず 

かか，-"か . • • • * い •'し! ♦! ,1 


• r 温度/時刻設定」ボタンを1 回押すと1111111 III を表示し、デジタル表示び室温表示 
から設定温度表示に変わります。 

続けて押すと、設定温度を変えることびでさます。 

•設定後、約10秒で liiil び消え、デジタル表示び室温を表示します。 


参 L 〇運串石室温に関係なく「弱」燃焼だけの運転になります。 

を、「し〇」表示するまで押し続けます。 

•し〇運転を設定するとおさえめ運転、速暖運転は解除されます。（液晶表示も消なします) 


•点乂後約 2 分間は、室温調節に関係なく「中」燃焼します。 

-^ •室温表示は室温の目安です。部屋の温度計とは一致しないことびあります。 

• 部屋の大ささや設置場所によっては、室温び設定した温度まで上昇しなかっ 
たり、設定した温度より上昇することびあります。 

•ス I -ーブの前方に障害物びあると、足元あったかセンサーびはたらさ、暖房 
出力び下がったり、消火することびあります。 



























消义 


□ □ 

D/D 


を巧ず 


• 運転ランプが消え、「カチッ」と音び鳴り消火します。 
• 確認窓から消火したことを確かめてください。 


迁后 、 J 

消乂後、ス I -ーブ内部を冷却するため、約3分間は対流送風機び回転します。 
対流送風機び停止するまで 

• 差込プラグを抜かないでください。 

•給油タンクを抜かないでください。 

• 運転ボタンを押さないでください。 

長期間留守にするとさは、必ず差込プラグをコンセントから抜いてください。 
点乂*消火を短時間で繰り返さないでください。においび出ることびあります。 


3時間延長 


消し忘れ消乂装置 


ストーブの消し忘れによる万一の事故を防ぐために、 点乂後約 3 時間 経過すると、 自動的に 
消乂 します。 


運転中に、「3時間延長」ボタンを押すと r ピッ」と音がし、押したときから約3時間運転を 
継続します。 

ボタンを押すときに残り時間ランプが， 
点灯•点滅している場合は、ランプは 
消灯します。 



残り時間ランプ 


残り時間ランプの見かた 


残り時間ランプは、消し忘れ消火までの残り時間 
を表 TJX します。 


点火 


3 DD 

□ □ 



□ □ 

消灯 点灯 点滅+チャイム 点滅+チャイム 

•自動消乂後に再点乂ずる場台は r 運尉 ボタンを押して残り時間ランプの点滅を解除し、再び 
点火操作をおこなってください。 



室温の調節 


使いかた 


消义/3時間延長 
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運拓のしかた 


タイマー運転 


>時計が合っていることを確かめてください。（時計合わせをしていないと設定でをません ） no 
パ然焼 中は「2」の操作からおこなってください。自動的に消火し、タイマー運転を始めます。 


で設定温度 I 
を合わせる 


1幅]を巧ず 

と ) または （+) 

3应^を1秒 liL け甲す 

• タイマーランプび点打し、運転ランプは消打し、 
対流送風機び約3分間回転します。 

• 11111 ■ lllllll を表示しデジタル表示はタイ7— 
設定時刻表示に変わります。（約]日秒間） 


(例 

J 午前 6 時 30 分に、室温 20 でを 


合わせるとき^•—…… 


DDDDDDD DDDDDDDD □□ 


圖刪ぶ 


4© 


または 


で設定時刻 




を合わせる 




タイマー時刻表示 

DDDDDDD 日 D 圓日日日 □□ 

1111111111111 j 

1 回 i 

弓ぶ 




デジタル表示を見なびら、部屋を暖めておさたい 
時刻に合わせてください。 

(午前、午後わ正しく合わせてください） 

(^+)を押すと]分ずつ進み、 （—) を押すと 

] 分ずつ戻ります。（押し続けると早送り） 



設定時刻を合わせて約10秒後 
現在時刻表示 


DDDDDDD DDD 日日圓 □□ 

□日 I しけ 


•口 召 [I 


現在時刻表示に戻り、設定完了 

時刻を合わせる前に現在時刻表示になったときは、もう一度巧」からやり直してください。 



待機中にに £ MJ をけ义似上巧ずとタイマー設定時刻を見ることびできまず。 

(約] 0秒後に現在時刻表示に戻ります） 

•タイマー設定時刻表示中に@(-)ボタンを押すとタイマー設定時刻の変更びでさます。 


タイマー運転を解除したいとき 


能能 

□ □ 
D/D 


を巧ず (タイマーランプ消好） 


設定時刻にお部屋が暖かくなるように、早め （ 0〜25分前に点乂 


聲 


>自動消火する前に3時間延長ボタンを押すと、タイマーランプび消灯し、押したとさから 
約3時間運転を継続します。 


点乂後約 1 時間で自動消乂徵定時刻の 1 時間後とは限りません） 

♦タイマーランプび点滅します。「運輯」ボタンを押して、タイマーランプの点滅を解除してください。 


ま意^ •タイ7-設を後に給ミ由タンクを}ぶいたや、地 B や衝撃’停 B などにぶを全装胃 
びはたらいたとさは、タイマー設定び解除されます。運転ボタンを押して、再びタイ 
マー設定をおこなってください。 

♦差込プラグを抜いたり停電したりしない限り、設定したタイマー時刻は記憶されます。 
















































便利な機能 


機能の選択 


(表示されている機能び選択でさます) 


例 運転停止中：全機能び選択できます。 燃焼中(一例）： 


.おさえめ、ル部屋、チャイルド 
□ ック、速暖の選択びでさます。 



□□□□□叫 DQQDDDDQ DD 


腫 

皿 

»» 

ぶ' 


G □ 1を巧ず 


>枠の点滅び、表示されます。 




DD 


押すごとに枠 [ I の点滅び、矢印の順に移動します。 


を/を押ず 


>枠を表示し、機能び設定されます。 

>枠を表示している間(約1□秒間)に押してください。 

枠の表示び消えたとさは、「1」からやり直してください。 






おさえめ運転 


お部屋の条件により、室温が設定温度より約5で上昇すると自動消火し、再び 
設定温度まで下がると点火します。（おさえめ運転を設定していないとさは、 
室温が設定した温度より約5で上昇してら、消火しません） 

r ^ 

• Lo 運転觸燃焼)しているときは、おさえめ運転はできません。 

(おさえめ運転中に Lo 運転を設定すると、おさえめ運転は解除されます） 


(U D J を巧し、 

枠をおさえめに 
合わせる 

•液晶表示の r おさえめ J 表示に枠び点滅します。 



BD 叫叫叫叫 □ 日日 ODD 日日 DDDD 


m / ddI を巧ず 


虹面 □□ 日 DDDDDDDD 日日 □□ 回 DD DDD 日 

r おさえめ」 表示に枠を表示し、おさえめ運転び設定されます。 


♦おさえめ運転を解除したいとを 

ちう一度上記「1」、「2」の操作をしてください。 「おさえめ」 表示の枠び消え、設定び解除 
されます。 


タイマ—運転 


おさえめ運転 


使いかた 
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筋 IJ な機能 


小部屋運転 


少しルさなお部屋 (6 畳程鼠でご使用になるときに、お使いください。 
最大の暖房出力をおさえ、暖めすぎを防ぎます。 


、□ n J を押し、枠を 

ル部屋に合わせる 

•液晶表示の r ル部屋」 表示に枠び点滅します。 


□□ 酿叫山細叫圓 □□ DDDDDD DDDD 

枠 


を/を押ず 


□ 叫 □ 面圓叫圓 □ 日 □□□□□□ DD 回 


• r ル部屋」 表示に枠を表示し、ル部屋運転び設定されます。 

/J \部屋運転を解除したいとき 

もう一度上記「1」、「2」の操作をしてください。 「小部屋」 表示の枠び消え、設定び解除されます C 


チャイルド□ック 


ルさなお子様のいたずら防止や、誤って操作部のボタンを押してち作動 
しないようにしたいとさに、お使いください。 枠 


Cp n 1を巧し、枠を 


DDQQ 0-^11 


DDDDDD DDDD 


チヤイルド□ックに合わせる 

嘯晶表示の r チャイルド□ック」 表示に枠び点滅します。 


立 □/□□] を押ず 


叫□□□□日 CmttfllJDD DDDDDD DDDD 

•「チャイルド □ッ ク」 表示に枠を表示し、チャイルド□ックび設定されます。 

チャイルド□ックを設定していてを、安全性と使用性を考慮して、 

次の操作はでさます。 

〔運 乾中 ) …運転ボタン「切」、3時間延長、チャイルド□ックの解除。 

〔運乾停止時 J …タイマー設定の解除、チャイルド□ックの解除。_ 

♦チャイルド□ックを解除したいとき 

もう一度上記「1」、「2」の操作をしてください。 

「チヤイルド□ック」 表示の枠び消え、設定が解除されます。 
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速暖運転 


点火してから、お部屋をすばやく暖めます。（最長30分間） 


〇 


運転(弱燃焼)時、速暖運転はでさません。) 


。 J を押し、枠を 
速暖に合わせる 

• 液晶表示の r 速暖」 表示に枠び点滅します。 



□□ 叫□叫 日日 DD DDDD 

枠 


DDDDDDD 圓叫圓匠山 DDDDDD DD 回 


( dd / ddJ を巧ず 

• r 速暖」 表示に枠を表示し、速暖運転び設定されます。 

速暖運乾を解除したいとき 

もう一度上記「1」、「2」の操作をしてください。 「速暖」 表示の枠び消え、設定び解除されます C 


r え章^ •速暖運転終了後(室温び設定温度をこえるまたは点火3□分後)、表示は消えます。 
^- J ♦速暖運転中は、室温び設定温度より高めに表示することびあります。 


スピー ド点义 


少し部屋を離れるときなどにあらかじめ設定しておくと、点火するまでの時間が 
短くなります。 



>液晶表示の r スピード点乂」 表示に枠び点滅します。 


枠 


則/而 I を巧ず 

• r スピード点火」 表示に枠を表示し、スピード点火が設定されます。 

スピード点乂を解除したいとき 

もう一度上記「1」、「2」の操作をしてください。 「スピード点乂」 表示の枠び消え、設定び解除されます。 


け章^ •一度運輯ずると、スピード点乂は自動的に解除されます。 

,•一 J • スピード点乂を設定した後、24時間内に点乂操作しないと解除されます。 


•スピード点火を設定した時は、ヒータ予熱していますのでス I -ーブの上部び 
暖かくなります。また、 ] 時間当たり約8日 W の電力を消費しますので、長 
時間ご使用にならないとさは、スピード点火を解除してください。 


ル部屋運転/チヤイルド□ツク 


使いかた 


速暖運転/スピ—ド点火 
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風 IJ な機能 


クリーニングとは？ 

巧油を気化させる気化器にたまった 
タールを、取り除さます。 


广 


お手入れ (クリーニング) 



次のようなときに、お手入れ(クリーニング)をしてくださし、。 

•点火しない、途中で消える、においび強いとさ。 


• 本体び冷えてから、ク IJ 一こングを始めてください。 > 

•給油タンクは抜かないでください。抜くとエラー表示 rLiS ?」 び表示して、ク IJ - こングでき 
ません。（給油タンク内の灯油は抜かなくてちクリーこングでさます） 

♦ク IJ - こング中は燃焼しませんびにおいや煙び出ますので、部屋の換気をおこなうか、 
屋外でおこなってください。 

を押し、枠を foDDD 000 DDDDDDDD □□ □□□叫 

お手入れに合わせる 

• 液晶表示の r お手入れ J 表示に枠び点滅しまず。 


丘 □) 



2 ( dd / dd ] を巧ず 

お手入れ(クリーニング)び 
はじまります 


• r お手入れ」 表示に^をを表示し、運転ランプび点灯します 
•デジタル表示は「，心外になります。 

♦運転ボタンは、押さないでください。 

押すとク IJ 一ニングび解除されます。 


1時間後、自動的に終了しまず 

•運転ランプは消なします。 

•デジタル表示の 「 rL 」 と皿 in ] び点滅します。運転ボタンを押して、 
点滅を解除してください。 




•ク IJ - こング中に巧震自動消火装置び作動したときは、運転を停止し、運転 

- ランプび点滅します。運転ボタンを押して、ランプ表示を解除してからクリ 

一 こングをやり直してください。 

•誤って変質灯油、不純灯油を使用したためにク U —こングするとさは、2〜 
3回おこなってください。 （1 回では完全に回復しないことびあります） 


22 



























曰常の点巧 • 手入れ 


C 汪思 J 

• 必ずストーブが冷えた後、差込プラグをコンセントか5抜いておこなってください。 
•分解して、お手入れや掃除をしないでください。 


けが，やけど，故障の原因になりまず。 


使用ごと 


周囲の可燃物 

ス I -ーブの周囲に燃えやすい物びないか、 
常に注意してください。 

また、ストーブの近くにスプレー吿や力 
セツトこんろ用ボンベなどを絶対に放置 
しないで < ださい。 



>油漏れ、油のたまり、 
油のにじみびあるとさ 

油漏れのある場合は、差込プラグをコ 
ンセントから抜さ、給油タンクを取り 
出してから、お買いあげの販売店、ま 
たはちよりの「お客様ご相談窓□」にご 
相談ください。 
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置台 


油漏れ 
油のたまり 
油のにじみ 




回上 


• エアーフィルターのお手入れ 

ごみやほこりを歯ブラシなどを使つて、掃除機で吸いとってください。 


ごみやほこりによる目づ 
まりは、異常燃焼、異常 
過熱の原因になります。 


エアーフイルター 
(温風空気取入口） 



お手入れ (クリ I ニング) 


使いかた 


お手入れ 


日常の点検•手入れ 
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曰常の点巧 • 手入れ 



回上 


本体-温風吹出□の掃除 

柔らかい布でから拭さするか、うすめた中性洗剤を 
しみ込ませた布で拭いてください。 


I 本体をベンジン、シンナーなどで拭かないでください。 

温風吹出□のごみ、ほこりなどは掃除機で吸い取ってください。 

周囲の掃除 

ス I -ーブを移動し、ス I -ーブの周辺や下のほこりを掃除して<ださい。 



ルーバ 
(温風吹出口) 




周辺の床面、畳、カーペットなどび、変色することびあります C 



回上 


参オイルフィルターの掃除 

オイルフィルターに、ごみなどびたまっていないか点検し、巧れているとさは取り出して、されいな 

巧油でミホってぐ/し。い。 オイルフィルターの取り出しかた 

矢印方向に、止まる 
まで回し、引さ抜く。 

取り付けるときは 

矢印の反対方向に止 
オイルフィルターまるまで回す。 



オイル フイルター 

■ゴム手袋 



こされいな打油 



>対震自動消乂装置の点検 

燃焼中にストーブをゆすって、対震自動消火装置び 
作動して消火するか、確認してください。 


ジョイント フイルターの お手入れ 


ジョイントフィ ルター 部に 
綿ぼこりびたまったとさは、 
つまようじなどで取り除い 
て < ださい。 

(ジョイントフィルターび、 
はずれたとさは、元の位置 
に戻してください） 
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シーズンに 1 回 lu 上 


I 給油タンクの水-油抜を 

♦ r 1111111」表示が点滅したとき。 

(給油モニターび点灯してからおこなラと、給油タンク内に残っている灯油び少なく、 
水、灯油び抜さやすくなります） 

•ストーブをおしまいになるとを。 


結露により給油タンク内に水が混入する場合があります。 

水が残っていると、給油タンク内がさびて穴あきの原因になります。 


オイルフイルターをはずず 
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2 


市販のポンプで,給油タンクのな油を抜き取る 

• 給油タンクの灯油び少量の場合は、「3」の手順からおこなってください。 
•給油タンクの中に油量検知部びありますので、強く当たらないように 
ポンプを差し込んでください。 


油量検知部 



プラスチック製の容器を 
使用した場合は、長時間 
そのまま放置しないで< 
ださい。 


3 


残ったな油で内部をよく洗ってか5、 
な油-水を巧を取る 


少なくなって抜けにくいとさは、 
給油□を下にして振ってください。 


この溝を下に向けて抜いてくださし、。 

※抜さ取った灯油の処分は、灯油を 
お求めになった販売店に、ご相談 
ください。 



とってで、手を 
はさまないよう 
ごま意くださし、。 


オイル フイルターを 取り付ける 


日常の点検•手入れ 


お手入れ 
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保管 (長期間使用しない場合) 

^保管時のお手入れ 


差込プラグを抜さ、次の要領でお手入れしてください。 


分解してお手入れや掃除をしないでください。 



給油タンクのな油を巧き取る屆苗 

オイルフィルターを外して、内部を残った好油で 
よく洗ってから、灯油•水を抜さ取ってください。 

^灯油切れで自動消火しても、給油タンク内には\ 

好油び約100 mL 残っています。ごみや水び混入 
している場合びありますので、抜さ取ってくだ 
、さぃ。 ノ 

抜さ取ったあと、オイルフィルターを取り付け、 

給油タンクをス I -ーブにセツトしてください。 



2本体、ルーパ、エアーフィルターを掃除ずる [23^^ 


ほこりを取り除きます。 



ストーブを包装箱に納め、風通しの良いところに保管してください。 
付属品(取扱説明書、保証書)ち、必ず一緒に保管して < ださい。 


ストーブは傾けたり、横倒しにしたりして保管しないでください。 


0注意^ •な油は翌シーズンに持ち越さず、使いさるようにして < ださい。 

•引っ越しなどの運搬時は、給油タンクの油を抜き取り、傾けないように 
静かに運搬してください。 
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異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼ずる前に 


注意 


次のような使用状態でも、 lilii 表示をしたり 
消乂したりずる場合がありまず。 

♦置台を浮かして運転。 

♦変質灯油、不純灯油を使用。 

•ストーブのおくでシ U コーンを配合した ^床か!5 

枝毛 コー ト液か ヘアー ト I 欠トメント、し、孚かさないで 
つや出し剤などを使用 。 fs \ 




Ty 

U 


二 

± 

b 


£ 

5固 



f 状態 

説明 1 

点 

义 

時 

初めて使用するとき、においや煙が 
ム知© 

耐熱塗料、ほこり、防鐘油び焼けるためで、 

2〜3時間の使用でなくなります。 

点火前に「ポコポコ音」がする。 

電磁ポンプの運転音です。 

点火時に白煙がでる。 

炎びバーナ全体に回るまでの間、一時的に白煙び 
出ることびあります。 

点乂時に黄色い炎が出る。 

バーナび冷えているためで、]〜2分でなくなります。 

点火、消乂、および発熱量が切り換 
わるときに「ピチピチ音」がする。 

加熱、冷却時に出る金属の膨張、収縮音です。 

燃 

焼 

中 

点火ヒータなどが赤くなる。 

炎に熱せられ、ホ熱するためです。 

「シュー音」がする。 

気化した灯油び吹さ出す音です。 

「チッチッ」と音がする。 

クラスターイオン発生時に出る音です。 

お部屋の湿度で音び大さくなったり、小さくなった 
りしますび、クラスターイオンの効果は同じです。 

クラスターイオン吹出□から 
においがする。 

クラスターイオン発生時、少量のオゾンび発生する 
ため、においのすることびありますび、ご<わずか 
であり、健康上問題はありません。 

炎の色がオレンジ色になる。 

炎色反応によるものです。 

• 空気中にほこりび多い場合。 

• 超音波加湿器を使用している場合。 

弱燃焼時、バーナの網が赤熱する。 

炎に熱せられるためです。 

おさえめ運転中、突然消火した。 

(山邮 表示、運転ランプ点口） 

おさえめ運転中の室温調節による自動消火です。 

室温び設定温度に下びると、自動的に点火します。 

室温が低いのに、強燃焼しない。 

換気警告時や、足元あったかセンサー検知時には 
中〜弱燃焼で室温調節します。 

夕 
運ィ 
転 y 
中 1 

タイマー設定できない。 

現在時刻び正しく設定されているか、確認して 
ください。 

タイマー設定すると巧流送風機が 
回転する。 

燃焼直後などス1-ーブ内部び高温の場合びありますので、 
内部を冷却するために必ず対流送風機び回転します。 

タイマーを設定したのに、運転を 
開始しない。 

タイマー運転中に停電した、または対震自動消火 
装置び作動したためです。 

冀 

い 寺 

消火後、巧流送風機が回転する。 

ストーブ内部冷却のため、回転します。 

消乂約3分後に停止します。 J 


保管/修理を依頼ずる前に 


お手入れ 



たとさ 
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処置方法毒 


ルー A や エアー フィルタ 
一がふさがれた。 


原因を取り除く。 


23、24 




換気が不十分である。 


換気する。 


油がこぼれたままになつ 
ている。 


参 


こぼれた油をおさ取る。 


シヨイントフイルターに 
ほこりがたまつている。 


ジョイントフィルターの へ 
掃除をする。 


気化器の中がミちれている。 


お手入れ(ク U 
する。 


1ング) 




料 


水が混入した。 

(lililil 点滅） 


給油タンクの水抜さをする。 


燃 


変質灯油(持ち越し好油)、 
不純丹油を使用した。 


I 良質の灯油に交換する。 
I ク U —ニングする。 


好油切れ。 


給油する。 


ctA 


巧震自動消火装置が作動 
した。 


振動しない水平な場所で使用 
する。 


チャイルド□ックが 
設定されている。 


解除する。 




停電した。 




停電復帰を待つ。 


差込プラグがコンセント 
から抜けている。 


差込プラグをコンセントに 
差し込む。 


異常の見分けかたと処置方法 


上記の嫂置方法により嫂置しても良くならない場合は、お買いあげの販売店、またはわよりの 
r お客様ご相談窓□」にご相談ください 。 sA 


^デジタル表示 

内 容 

処置方法 1 

E - / 

予熱時気化器温度が上がらない 

差込プラグを抜いて、約]日秒(上あけて再び差し込み 
わラー度運転操作をおこなってください。繰り返し表 
示びでるとさは、お買いあげの販売店、またはわより 
の「お客様ご相談窓□」にご相談ください。 


炎検知器異常 

E ■日 

バルブヴー5スタ異常 

差込プラグを抜いて、お買いあげの販売店、または 
もよりの「お客様ご相談窓□」にご相談ください。 

J 


燃焼時気化器温度が低い 

E 機3 

燃焼時気化器温度が高い 


自己保持回路異常 

1 W 

電源ク□ック異常 


フー表の 


異常の早見表 


中 

焼 

燃 


炎が大さく 

ならない 


異常燃焼 

になる 


においが 

ずる 


消乂ずる 


点乂しない 


運転ランプが 

点なしない 
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異常の原因と処置方法 


点火しない、運転途中で消火するなどの異常び生じたとさは、下記の処置をしてください。 
また、故障でないことちありますので、修理を依頼される前に、ちう一度お調べください。 
(ランプが点滅しているときは、「運転」ボタンを押して解除してください） 


' 表示 

原因 

処置方法 

残り時間ランプ 
点滅 

点火後、または3時間延長ボタンを押してから 

3時間経過した。（消し忘れ消火装置の作動） 

点火操作をおこなってください。 

タイマーランプ 
点滅 

タイマー運転で点火後、 ] 時間経過した。 
(タイマー運転開始後]時間で自動消火します） 

点火操作をおこなってください。 

トト！ 

運転ランプ点滅 

• 強い地震履度約己(上)や衝撃を受けた。 

(対震自動消火装置の作動） 

• 本体内部の温度び上昇した。 

(過熱防止装置の作動） 

•ストーブの周辺に異常びないか確認 
し、点火操作をおこなってください。 
•本体内部び十分に冷えてから点乂 
操作をおこなってください。 

hhi ? 

運転ランプ点滅 

•火び消えた。 

•瞬時の停電びあった。 

•ジョイントフィルターび目詰まりした。 

• 点火操作をおこなってください。 
•ジョイントフィルターの掃除を 
してください。 C 24\ 

liliT H-f 

運転ランプ 
給油 モニター 点滅 

灯油びなくなった。 

[電磁ポンプのから打ち音（ポコポコ音）びして 
消火します] 

給油してください。 oA 

表示 

給油タンクに水び入り、火び消えた。 

水抜さをしてください。 

H - 二/ 

運転ランプ点滅 

•点火ミスした D 
(点火安全装置の作動） 

•ジョイントフィルターび目詰まりした。 

• 原因を取り除いてから点乂操作 
をおこなってくたさい。广1已\ 
•ジョイントフィルターの掃除を 
してください。 

H ■し! 

運転ランプ点滅 

•室温び 39° Cii (上になった。 

•室温センサーの検知異常。 

部屋の温度び下がってから、点火 
操作をおこなってください。 

H ■弓 

運転ランプ点滅 

エアーフィルターの目づまりや、ルーバ部び 
店、さびれ、本体内部の温度び異常に上昇した。 

原因を取り除さ、本体内部び十分 
に冷えてから点火操作をおこなっ 
てください。 

hhS 

運転ランプ点滅 

炎検知器判定エラー。 

点火操作をおこなってください。 

トト—! 

運転ランプ点滅 

ストーブの前方に障害物びあった。 

障害物を取り除いてから点火操作 
をおこなって < ださい。 

而1 • H -8 

運転ランプ 
点滅 

•換気不足。 

•エアーフィルターび目づまりした。 
(不完全燃焼防止装置の作動） 

• 部屋の換気をしてください。 
•エアーフィルターの掃除を广 
してください。 r ^\ 

ご使用中は、必ず1時間に]〜2 
回換気してください。 

全ランプ消な 

•停電した。 

♦差込プラグび抜けた。（停電安全装置の作動） 

再通電後、点火操作をおこなっ 
てください。 

而1!1点滅 

•給油タンクに水び入っている。 

♦水抜きをしてください。 r 2 f \ 

•給油タンクの周りに水滴びついている。 

• 乾いた布で拭いてください。 

運転ランプ点滅 

V 

•ス1-ーブに給油タンクび正しくセツトされて 
いない。 

•燃焼中に給油タンクを抜いた。 

ストーブに給油タンクを正しく 
セットしてください。 

給油タンク挿入部底圃こ、ゴミなどびはさまっている。 

ゴ S などを取り除いてください 。 J 


異常の早見表/エラ—表示/異常の原因と処置方法 
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修理を依頼されるときは が張修理 I 


「異常の見分けかたと処置方法」 防2八 
を調べてください。 

それでち異常びあるとさは使用をやめて、 
必ず差込プラグを抜いて < ださい。 



お買いあげの販売店に次のことをお知らせください。 

• 品名：石油ファンヒーター • 型名：（保証書に記載の型名) 
• お買いあげ曰(年月曰） • 故障の状態（具体的に） 

• ご住所(付近の目印ち合わせてお知らせください） 

• お名前 • 電話番号 • ご訪問希望曰 


保証書(別添) 


保証期間が過ぎているときは 


• 保証書は「お買いあげ曰•販売店名」などの記入をお確か 
めのラえ、販売店から受け取って<ださい。 

保証書は、内容をよ<お読みの後、大切に保存して<だ 
さい。 

• 保証期間…お買いあばの曰か!51年間です。 

保証期間中でわ有料になることびありますので、保証書 
をよくお読みください。 


保証期間中 


修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って販売店び修理させていたださます。 
ただし、次のよラな原因による故障および事故につさまし 
ては、保証の対象となりませんので、ご注意ください。 

• 変質灯油や不純灯油など、また灯油(外の燃料を使用し 
たために、故障や事故になった場合。 

• その他、取扱説明書に記載されている注意事項び守られ 
ず、誤った使いかたをされた場合 D 


修理すれば使用でさる場合には、ご希望により 
有料で修理させていたださます。 


補修用性能部品の保有期間 


•当社は、石油 ファン ヒーターの補修用性能部 
品を製品の製造巧切後、6年保有しています。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持 
するために必要な部品です。 


修理料金のしくみ 


修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成さ 
れています。 


技術料 

故障した製品を正常に修復する 
ための料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣 
する場合の料金です。 


仕 

本案 


( 型式の呼び 

0 K - S 36 CR ( OK - R 36 CR ) 

0 K - S 46 CR 1 

種 類 

気化式、強制通気形、強制対流形 

点乂 方式 

ヒータ点乂 

使 用 燃 料 

灯油 （ JIS ] 号灯油） 

燃料消費量 

最大 

0.3 己 OL/h 

0.443 L/h 

最小 

0.089 L/h 

0.092 L/h 

暖房出力 

最大 

3.6 日 kW 

4.56 kW 

最小 

0.92 kW 

日.9日 kW 

騒音値※] 

最大 

38服 

4日服 

最小 

24服 

26服 

油タンク容量 

7.0 L 

燃焼継続時間 

約2日.日時間※2 

約]日.8時間※2 

標準 適 室 

木造 ]6.5 m 2( l 日畳） 

コンク U - 卜21.日 m 2(13 畳） 

木造2日.日 m 2 (12 畳） 

コンク U - 卜26.己 m 2(]6 畳） 

外形寸法 （置台含む） 

高さ 4 S 日 mm • 幅4 14 mm • 奥行 345 mm 

高さが日 mm • 幅 466 mm • 奥行34己 mm 

質 量 

10.9 kg 

12.1 kg 

電源電圧及び周波数 

単相] 0 OV 50/60 HZ 

電流 

こユーズ 

125 V 7.0 A 

定格 
消費電力 
巧日/目日 Hz ) 

最大消費電力 

400/ 400 W (点乂時） 

燃焼時消費電力 

28/ 27 W 《2 

69/ 66 W 《2 

ク U —ニング時 

18己/] 85 W 

194/ ] 94 W 

運転停止時 

日.己/日.己 W 

安全装置 

不完全燃焼防止装置、対震自動消乂装置、過熱防止装置 
点乂安全装置、停電安全装置、消し忘れ消乂装置 

、付 属 品 

•取扱説明書•保証書 J 


《 ] 騷音値は JIS S 303]に基づく測定の正面値です。 
《2最大燃焼時の値です。 






















































お客様ご相談窓口のご案内 


修理-お取扱い-お手入れについての r ご相談」な5びに r ご依頼」は、 

お買いあげの販売店へご連絡ください。 

転居や贈答品などで、保証書記載の販売店にご相談でさない場合は、下記窓□にご相談ください C 
•製品の故障や部品のご購入に関するご相談は… 

•製品のお取扱いち法、その他ご不明な点は…… 


修理相談センター 


お客様相談センター 


へ 





修理相談センター 


•修理相談センター （ミ中縄-奄美地区を除く） 

■受付時間 * 月曜〜±曜：午前9時〜午後別寺*日曜-祝日：午前10時〜午後別寺 （年末年始を除く） 


ナビタがル 


0570 ■02-4649 


当ダイヤルは、全国どこか5でち一律料金でご利用いただけます。 
(注 ） .PHS • IP 電話か!5は、下記電話におかけください。 


> PHS / IP 電話でのご利用は’ 

> FAX を送信される場合は… • 



〈東日本地区〉 

〈西日本地区〉 

(一般電話） 

043-299-3863 

06-6792 -已已11 

( FAX ) 

043-299-386 已 

06-6792-3221 


•沖縄-奄美地区については、下表の r 那覇サービスセンター」にご連絡ください。 


◎ r 持込修理」および r 部品購入」のご相談は、上記 r 修理相談センター」のほか、 


下記地区別窓□にても承っております。 

■受付時間 * 月曜〜±曜：午前9時〜午後別き30分 （祝日など弊社休日を除く） 

〔ただし、沖縄•奄美地区]は…*月曜〜金曜：午前別き〜午後別寺3日分 （祝日など弊社休日を除く） 


担当地区 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

化海道地区 

札 

幌サービスセンター 

01 1-641-468 已 

〒〇目 3-0801 

札幌市西区二十四軒1条 7-3- 17 

東北地区 

仙 

台サービスセンター 

022-288-9142 

干 984-0002 

仙台市若林区卸町東 3-1-27 


さいたまサービスセンター 

048 -666-7987 

干 331-0812 

さいたま市北区宮原町 2-107-2 


宇都宮サービスセンター 

028-637-1 179 

干 320-0833 

宇都宮市不動前 4-2-41 

関東地区 

東 

京テクニカルセンター 

03-已 692-776 已 

干1 14-0013 

東京都北区東田端 2-13-1 7 

多 

摩サービスセンター 

042-已 86-60 已9 

干 191-0003 

曰野市曰野台5-已 -4 


千 

葉サービスセンター 

047 -368-4766 

干 270-2231 

松戸市稔台 295-1 


横 

ミ兵テクニカルセンター 

04已 -7 已 3-4647 

干23己-003目 

横お市磯子区中原 1-2-23 

東海地区 

詩 

岡サービスセンター 

〇已 43-44 -已781 

干 424-0067 

静岡市清水鳥坂11 70-1 

名ち屋サービスセンター 

〇已 2-332-2623 

干4已 4-8721 

名ち屋市中川区山王3-已-已 

北陸地区 

金 

沢サービスセンター 

076-249-2434 

干 921-8801 

石川郡野々市町御経塚 4- 103 


京 

都サービスセンター 

07己- 672-2378 

〒目 01-8102 

京都市南区上鳥羽菅田町48 

近畿地区 

大 

阪テクニカルセンター 

06-6794 -已611 

〒已 47-8 已10 

大阪市平野区加美南 3-7-1 9 


阪 

神ヴービスセンター 

06-6422-04 已已 

〒目目 1-0981 

兵庫県尼崎市猪名寺 3-2-10 

中国地区 

広 

島サービスセンター 

082 -874-81 49 

干 731-01 13 

広島市安佐南区西原 2-13-4 

四国地区 

局 

松サービスセンター 

087-823-4901 

干7目 0-006 已 

高松市朝日町 6-2-8 

九州地区 

福 

岡サービスセンター 

092-已 72-46 已2 

干81目-0081 

福岡市博多区井相田 2-12-1 

涵•奄美地区 

那 

覇サービスセンター 

098-861-0866 

干900 -0002 

那覇市曙 2-10-1 


お客様相談センター 


函0120 -078-1 78 


♦フリーダイヤルびご利用いただけない場合は- 


東曰本 
相談室 

TEL 

043-351-1821 

FAX 

043-299-8280 

西曰本 
相談室 

TEL 

06-6792-1582 

FAX 

06-6792-5993 


干26 1-8 已20 

千葉県千葉市美お区中瀬1 -9-2 


〒己呂 1- 呂5呂己 

大阪府八尾市：!ヒ亀井町 3-1-72 


I 受付時間 * 月曜〜±曜：午前別き〜午後別き*日曜-祝日：午前1日時〜午後別き （年末年始を除く） 


保証とアフタ—ヴ—ビス/仕様/お客様ご相談窓□のご案内 



たとを 


• FAX 送信される場合は、お客様へのスムーズな対応のため、形名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。 
•所在地-電話番号などについては変更になることびありますので、その節はご容赦願います。 （日己] 1) 
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广 


部品交換 


部品交換び必要な場合には、お買いあげの販売店、または（財)曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店に依頼してください。 

• 長期間の使用により勞化しやずい部品 

点火ヒータ、炎検知器、気化器、バーナ、電磁ポンプ、エアーバルブ、ソレノイド、電気回路部品など。 

• 変質灯油、不純な油の使用により努化しやずい部品 

気化器、バーナ、電磁ポンプ、オイルフィルターなど。 


广 


定期点巧 


製品の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にお使いいただくため、2年に]回程度シーズン終了後 
などにお買いあげの販売店、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でお 
こなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)]などのいる店、またはわよりの「お客様ご相談 
窓□」にご相談ください。ヴービスマンび点検いたします。点検の結果、万一具合の悪い部分びござ 
いましたときは、お客様とご相談のうえ修理させていただきます。 


ぉき樣^ 


シャープ株式会な 

本 社〒 545-8 已22大阪市阿倍野区長池町22番22号 

電化システム事業本部〒581 -8585 大阪府ノ V 尾市化亀井町 3 T 目]番号 


この取扱説明書は、環境にやさしい再生紙 
および、大豆油インキを使用しています。 




m 


PRINTED WITH 

SOYINK 


• 製品についてのお問い合わせは… 

フリーダイヤルびご利用いただけない場合は… 

東日本相談室 TEL 043-351-1 821 FAX 043-299-8280 
西日本相談室 TEL 06-6792-1 582 FAX 06-6792-5993 

お客様相談センター 

函0120 -078-1 78 

《受付時間》月曜〜±曜：午前別寺〜午後別寺日曜•祝日：午前 10 時〜午後別寺（年末年始を除く） 


修理のご相談は… 

3] ページ記載の「お客様ご相談窓□のご案内」をご参照ください。 

シャープホームページ 

http :// www . sharp . co . jp / 


D D D D 


長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を！ 
こんな症状はありませんか？ 

•油漏れびある。 

•強いニオイやススび出る。 

C ) •運転中に異常な音や振動びする。 

\イ •消火操作しても火び消えない。 

♦その他の異常や故障びある。 


故障や事故の防止のため、使用を 
中止し差込プラグをコンセントか 
ら抜さ、必ず販売店にご依頼くだ 
さい。 

なお、点検-修理に要する費用は 
販売店に、ご相談ください。 


ンヒ — 夕 — OK-W360R/OK-W460R 


取扱説明 I 


石油フ 
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